
松林分館だより 松林分館だより 

今
年
も
や
っ
て
ま
す
！ 

「夏
休
み
子
ど
も
教
室
」 

 

                     

  

 

                          

                           

        
  

No. 教室名 日時 定員 

⑤ 創作
そうさく

～根
ね

付
つ

け 教
きょう

室
しつ

 

（ 松 林 書 友 会 ） 

8 月 11 日(火) 
15 人 

午前 10 時～正午 

⑥ 野
の

の遊
あそ

び～草笛
くさぶえ

教室
きょうしつ

 

（ふっさ草笛サークル） 

全２回 

 

20 人 

 

８月 18 日(火) 

   19 日(水) 

午前 10 時～ 

11 時３０分 

⑦ 消
け

しゴムはんこ教室
きょうしつ

 

（松林てんこくの会） 

8 月２３日(日) 

15 組 
午後１時～３時 30 分 

※持ち物・費用等かかるものもあります。   

申し込み時に松林分館にお問合せください。 

８月２３日（日）は、消しゴムはんこ教室の後、お庭で 

流しそうめんをやります。 

福生市公民館のホームページ（福生市ホームページ内公民館のページ） 
市ホームページ http://www.city.fussa.tokyo.jp/「教育」→「公民館」 

暑
い
夏
を
松
林
分
館
で
楽
し
く
、
涼
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

松
林
分
館
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
の
方
た
ち
が
子
ど
も
た
ち 

に
贈
る
夏
休
み
の
教
室
で
す
。 

小
学
生
は
も
ち
ろ
ん
大
人
も
楽
し
め
る
教
室
で
す
の
で
、 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
福生市武蔵野台 1-15-1 電話 042-552-3624 

Syourin 

福生市公民館 松林分館  No.１３８     平成２７年８月 

写
真
は
、
26
年
度
の
様
子 

一閑張り 

 

 

ゲームで遊ぼう 

飛び出すカード 

ビーズ教室 



 
講演会【戦争体験談】 

九死に一生を得た 

『五日市線多摩川鉄橋の惨劇』  

今年は戦後 70 年をむかえる節目の年です。

年々戦争体験をしている人が減っている今、

戦争を知る人から実体験を聞ける貴重な講演

です。 

現実に起きた恐ろしい空襲・機銃掃射の体

験を地元の市民の方からお話していただきま

す。戦争を経験していない人たちも、この土

地が攻撃されたことを実感できるのではない

でしょうか。ぜひご参加ください。 

日時 ８月 22 日（土） 午後２時～４時 

講師 坂本丁次氏（元東京新聞社会部記者） 

定員 30 人 

場所 公民館松林分館 

対象 市内在住・在勤の方。 

申込み ただ今受付中！ 

  

日
本
語
の
美
し
さ
、
四
季
の
あ
で
や
か

さ
、
光
源
氏
を
と
り
ま
く
女
性
た
ち
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
、
心
と
き
め
く
講
座
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。 

■
日
時 

９
月
12
日
・
26
日
、
10
月
17
日
・

31
日
、
11
月
21
日
・
28
日
、
12
月
12
日
・

26
日
の
土
曜
日
、
午
後
２
時
～
午
後
４
時  

(

全
８
回) 

   

■
講
師 

藤
井
悦
子
氏 （

シ
ニ
ア
大
樂
講
師
） 

■
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

■
定
員 

先
着
20
人 

■
申
込
み 
８
月
18
日
（
火
）
か
ら
。 

 

   

土
窯
会
（
ど
よ
う
か
い
） 

月
２
回
第
１
、
第
３
土
曜
日
の
午
後
、

土
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
作
品
で

テ
ー
ブ
ル
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

活
動
日 

月
２
回
第
１
、
３
土
曜
日 

 
      

午
後
１
時
～
４
時
30
分 

 

会
費 

 

月
額
５
０
０
円 

連
絡
先 

武
井 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



０
９
０
・
６
１
７
７
・
０
０
８
５ 

 

コ
ー
ル
・
コ
ス
モ
ス 

発
声
を
重
視
し
た
指
導
で
童
謡
か
ら
本

格
的
な
合
唱
曲
ま
で
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

練
習
の
成
果
は
市
民
音
楽
祭
、
だ
れ
で
も

な
ん
で
も
展
、
文
化
祭
等
で
発
表
し
ま
す
。

会
員
募
集
中
で
す
。 

活
動
日 

毎
週
火
曜
日 

 
      

午
前
10
時
～
正
午 

会
費 

 
 

月
額
４
０
０
０
円 

連
絡
先 

竹
島 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



０
４
２
・
５
５
１
・
２
５
７
３ 

 

 

手
話
ダ
ン
ス
さ
ん
ぽ 

音
楽
に
合
わ
せ
、
手
話
と
軽
い
ス
テ
ッ
プ

で
踊
り
ま
す
。
脳
ト
レ
に
最
高
。
興
味
の
あ

る
方
、
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

活
動
日 

月
２
回
第
１
、
３
木
曜
日 

 

午
前
10
時
～
正
午 

会
費 

 
 

月
額
１
０
０
０
円 

連
絡
先 

飛
塚 

 



０
４
２
・
５
５
２
・
１
４
１
０ 

 

福
生
切
り
絵
同
好
会 

自
分
で
撮
っ
た
写
真
を
元
に
、
黒
紙
を
切

っ
て
黒
と
白
の
世
界
へ
と
作
っ
て
い
き
ま

す
。
黒
と
白
の
世
界
で
あ
る
が
故
に
、
奥
が

深
い
切
り
絵
。 

年
１
回
他
教
室
と
の
合
同
作
品
展
が
あ

り
ま
す
。
見
学
・
体
験
、
大
歓
迎
！ 

活
動
日 

月
１
回
第
４
水
曜
日 

 
      

午
後
１
時
～
４
時
30
分 

 

会
費 

 
 

月
額
１
０
０
０
円 

連
絡
先 

原
嶋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



０
４
２
・
５
５
１
・
３
０
４
１ 

文
学
講
座 

「
源
氏
物
語
か
ら
み
る
女
た
ちⅡ

」 

 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
松
林
分
館
で
す 

※
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す 

詳
し
く
は
松
林
分
館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い 

講
座
の
申
込
み
は
、
公
民
館
松
林
分
館 

 
☎
０
４
２
・
５
５
２
・
３
６
２
４
へ 

 

 



 
「
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
入
門
講
座
に 

参
加
し
て 

夏
目
秘
敏 

  

あ
る
日
、
市
の
広
報
に
目
を
や
る
と
、

講
座
開
催
の
記
事
に
気
付
き
ま
し
た
。

「
安
全
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
方
法

を
学
習
し
、
よ
り
充
実
し
た
日
常
生
活
に

も
生
か
せ
る
」
と
い
う
触
れ
込
み
で
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
の
経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、

講
座
と
名
の
付
く
も
の
に
は
縁
が
な
く
、

今
更
の
思
い
で
受
講
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

初
日
は
５
月
22

日
の
夜
に
開
催
さ
れ
、

会
場
に
は
既
に
20

名
以
上
の
受
講
者
が

席
を
埋
め
て
い
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
山

に
関
す
る
安
全
な
装
備
や
歩
き
方
に
つ

い
て
の
わ
か
り
や
す
い
講
話
、
更
に
、
気

象
に
つ
い
て
も
話
が
及
び
ま
し
た
。 

二
日
目
は
実
技
の
ハ
イ
キ
ン
グ
。
５
月

29
日
の
朝
、
東
福
生
駅
に
集
合
し
、
奥
武

蔵
の
日
和
田
山
か
ら
物
見
山
を
経
て
、
ユ

ガ
テ
の
集
落
を
歩
き
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
二
日
間
の
講
座
は
終
了
し

ま
し
た
。 

な
か
で
も
、
講
座
で
の
講
師
の
方
々
の

経
験
談
を
交
え
た
お
話
は
、
魅
せ
ら
れ
た

り
、
説
得
力
も
あ
り
で
、
参
考
に
な
る
点

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
実
技
で
は
、
最
長
老
と
思
わ
れ

る
方
が
、
「
ハ
イ
キ
ン
グ
は
初
め
て
」
と

言
い
な
が
ら
、
出
だ
し
は
四
苦
八
苦
で
も
、

後
半
に
は
す
っ
か
り
調
子
を
上
げ
ら
れ

た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
多
少
の
雨
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
ス
ッ
キ
リ
晴
れ
や

か
な
気
分
で
満
喫
で
き
ま
し
た
。 

何
よ
り
も
、
こ
の
講
座
を
主
催
さ
れ

た
方
々
に
感
謝
し
、
「
出
会
い
・
ふ
れ

逢
い
・
学
び
あ
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
私
に
は
、
最
良
の
収
穫
と
な
り

ま
し
た
。 

  「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
！ 

楽
し
い
ス
マ
ホ
教
室
」
に
参
加
し
て 

Ｙ
・
Ｔ 

 

あ
る
日
、
娘
が
ガ
ラ
ケ
ー
（
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
携
帯
、
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
）

に
変
え
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

き
て
く
れ
た
。
ガ
ラ
ケ
ー
も
「
娘
に
持

た
さ
れ
た
」
と
い
う
感
じ
を
強
く
も
っ

て
い
た
の
で
、
「
ま
た
ー
!?
」
と
い
う

思
い
だ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
電
話
と
メ

ー
ル
の
方
法
を
覚
え
て
利
用
し
て
い

た
が
、
日
が
経
つ
う
ち
に
段
々
と
こ
の

ま
ま
で
は
、
も
っ
た
い
な
く
思
え
て
き

た
。
そ
こ
で
、
一
念
発
起
し
て
取
扱
説

明
書
を
読
ん
で
み
た
が
、
細
か
い
字
に

加
え
カ
タ
カ
ナ
言
葉
の
意
味
が
全
く

理
解
で
き
ず
お
手
上
げ
！
そ
ん
な
と

き
松
林
分
館
で
ス
マ
ホ
の
講
座
が
あ

る
こ
と
を
情
報
メ
ー
ル
で
知
り
、
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

講
師
の
先
生
は
、
私
た
ち
の
興
味
の

あ
る
、
あ
る
い
は
実
用
的
な
ア
プ
リ
な

ど
の
使
い
方
を
、
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
す
ぐ
に
出
来

た
（
と
そ
の
時
は
思
え
た
）
。
今
ま
で

不
安
で
今
一
歩
踏
み
込
め
な
か
っ
た

タ
ッ
チ
も
、
こ
れ
か
ら
自
信
を
持
っ
て

先
に
進
め
る
！
と
思
え
た
し
、
ス
マ
ホ

の
持
っ
て
い
る
機
能
の
多
様
さ
に
び

っ
く
り
す
る
や
ら
わ
く
わ
く
す
る
や

ら
…
。 

ま
わ
り
の
皆
さ
ん
も
一
生
懸
命
ス

マ
ホ
に
む
か
っ
て
い
て
、
私
語
は
一
言

も
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
休
憩
時
間
も
先

生
方
の
ま
わ
り
に
は
、
質
問
す
る
人
で

い
っ
ぱ
い
。
そ
ん
な
楽
し
い
二
時
間
半

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

で
も
、
今
は
ど
れ
だ
け
使
い
こ
な
せ

る
か
、
大
変
心
も
と
な
い
思
い
で
す
。

毎
日
少
し
ず
つ
利
用
し
な
が
ら
自
分

の
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。 

た
だ
ひ
と
つ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
す
ぎ
て
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
６
人
の
方
と

一
言
も
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
な
か
っ

た
の
が
、
心
残
り
で
し
た
。
時
間
の
関
係

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
己
紹
介
で
も

す
れ
ば
良
か
っ
た
か
な
ぁ
。 

          

 

Ａコースは定員を大幅に上回る 52名の応募がありました。厳正なる抽選の結果、

16名の方が決まりました。往復はがきでのご応募、ありがとうございました。 

28年度も引き続き開催予定ですので、広報等でお知らせいたします。 



松林分館だより 松林分館だより 

 
さ
つ
き
ひ
ろ
ば
２５
周
年 

 
 

 
 

山
口 

勇 
 

 

さ
つ
き
ひ
ろ
ば
は
、
今
年

25
周
年
に
な
り
ま
し
た
。 

公
民
館
職
員
を
は
じ
め
、
関

係
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

公
民
館
主
催
事
業
か
ら
生

ま
れ
サ
ー
ク
ル
名
を
当
時
市

の
花
、
さ
つ
き
に
因
ん
で
名
づ

け
た
熟
年
者
サ
ー
ク
ル
で
す
。 

今
ま
さ
に
高
齢
化
の
時
代
。

元
気
に
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
事
が
重
要
で
す
。
生

涯
学
習
と
し
て
、
出
前
講
座
、

健
康
講
座
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
デ

オ
鑑
賞
、
工
場
見
学
、
博
物
館

な
ど
の
研
修
等
多
種
多
彩
な

行
事
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、
寝
た
き
り
や

認
知
症
を
防
ぐ
よ
う
ス
ト
レ

ッ
チ
、
パ
ズ
ル
を
取
り
入
れ
て

体
や
頭
を
使
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
家
か
ら
外
へ
出

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
も
認
知
症
は
予
防

で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
次
は
、 

さ
つ
き
ひ
ろ
ば
へ 

ど
う
ぞ
！ 

 

 

さ
つ
き
ひ
ろ
ば
は
、
何
時
で
も 

入
会
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

活
動
日 

月
２
回
第
２
、
４
木
曜
日 

 
      

午
前
10
時
～
正
午 

 

会
費 

 

年
額
１
０
０
０
円 

連
絡
先 

山
口 

 



０
４
２
・
５
５
２
・
０
１
５
１ 

                         

                                 

     

 

公民館主催事業案内・募集については、「広報ふっさ」、「公民館ふっさ」ホームページ等でもお知らせします。 

発
行
・
編
集 

公
民
館
松
林
分
館 

所
在
地 

武
蔵
野
台
一
丁
目
１５
番
地
１ 

電
話 

０
４
２
・
５
５
２
・
３
６
２
４ 

松
林
分
館
で
は
、
万
が
一
の
火
災
に
備
え
、

利
用
者
の
生
命
や
安
全
を
守
る
た
め
に
、
７

月
４
日
（
土
）
福
生
消
防
署
指
導
の
も
と
、

自
衛
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
職
員
・
管
理
人
は
も
と
よ
り
、

だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
の
実
行
委
員
の
方
や

武
蔵
野
台
一
丁
目
町
会
子
ど
も
会
の
方
な
ど

（
73

名
）
も
参
加
し
ま
し
た
。
管
理
人
に
よ

る
実
際
の
１
１
９
番
通
報
や
、
避
難
誘
導
、

初
期
消
火
な
ど
、
実
践
さ
な
が
ら
の
自
衛
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
庭
で
は
、
集

っ
た
市
民
の
方
に
、
消
火
器
の
使
用
方
法
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 


